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日本大学芸術学部校友会 

宮城江古田会 ニュース 
日 芸 み や ぎ日 芸 み や ぎ日 芸 み や ぎ   日本大学芸術学部校友会 

宮城江古田会 ニュース 
日 芸 み や ぎ日 芸 み や ぎ日 芸 み や ぎ   日本大学芸術学部校友会 

宮城江古田会 ニュース 日 芸 み や ぎ日 芸 み や ぎ日 芸 み や ぎ   
  

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

                       

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 国連防災世界会議 仙台で開催 

     日本大学『Ｎ.国際救助隊』 代表木村芸術学部教授が活動報告 

 東日本大震災から4年を迎えた今年3月、仙台市で

187の国連加盟国の元首・首相・閣僚など6,500人が参

加した第3回国連防災世界会議が開催されました。本

会議では国際的な防災戦略が話し合われたほか、政

府機関やＮＰO･ＮＧＯ、大学などが防災や復興に関す

る取り組みを発表するパブリックフォーラムも同時開催

され、日本大学学長特別研究チームが「Ｎ.国際救助

隊」の活動報告と研究発表を行いました。 

 研究代表者として芸術学部デザイン学科木村政司教

授が、世界の舞台で社会に貢献

できる『Ｎ.国際救助隊』を組織

し、大型トラック を改装し た『ス

マートモビリティクラフトSMC-1』

に、理工学部を中心に救助支援

活動･復興支援活動を行う機材

を 搭 載 し た『災 害 支 援 モ ビ リ

ティ』、医歯薬系･生物資源科学

部による医薬福祉活動機器や遠

隔診断機器、将来は遠隔手術医

療システム導入を考えた『医療福

祉支援モビリティ』、芸術学部と

理工系・文理・商学部・生物資源

科学部を中心とした『教育支援

モビリティ』など、大学と地域社会

と連携した社会実験活動を報告

しました。 

 理工学部精密機械工学科の青

木義男教授は、宇宙エレベー

ターを研究、2013年には到達高

度の世界記録を達成し、その技

術をもとにアンテナを搭載した係

留気球を用いた災害情報通信シ

ステムを開発。気球に取り付けた

アンテナから広い範囲に災害電

話及び情報配信行う実用化のめ

どを付けました。 

 理工学部の伊達岬名誉教授は、防潮堤と一体となっ

た建築物を海岸沿いに配置し、普段は遊歩道、発災

時には高台への避難路となる都市構造を、宮古市田

老、気仙沼市に提案、高い評価を得ています。 

 理工学部交通システム工学科の轟朝幸教授は、東

北には三陸地域の海岸や湖水など水上飛行機が利用

できるところが多く、コストを掛けずに人や物を高速で

運ぶ水上空港ネットワーク構想を提案しました。  

 今後30年以内に高い確率で発生が想定される東海

地震は、東南海・南海地震が連動すればＭ９の巨大地

震となり、関東から九州までの日本の経済・人口の多く

が集まる地域に激震と巨大津波が襲い、死者3０万人、

被害額は220兆円に達すると想定されています。建物

の耐震化や住民の避難など様々な対策で「減災」に取

り組むとともに、災害発生後の緊急救助捜索、医療・救

援物資輸送体制、避難住宅の確保等への備えが急が

れています。 

 研究代表の木村政司教授は芸術学部業務担当（現：

学部次長）で、平成20年開催の東北アートフェスティバ

ルや芸術学部校友会活動でお世話になっています。

宮城江古田会有志は、木村教授はじめ今回参加した

教授、学生の方々と東日本大震災の復興状況など情

報交換し、フォーラムではこれらの研究成果が災害時

にどのように貢献できるか考えながら発表に耳を傾け

ていました。                   （塚﨑隆夫） 

  木村政司芸術学部教授        日大国際救助隊 SMC-１の活動 

  青木義男理工学部教授        係留気球を用いた災害時情報通信基地 
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昨年、定年で郷里仙台に戻ってきました。そして今回

始めて、自動車部の大先輩方がおられる宮城江古田

会総会に少し緊張感を持って参加させていただきまし

た。時代はそれぞれ違いますが、同じ江古田の地で過

ごした仲間の一人として温かく迎えてくださり、日藝の

DNAを再認識する大変楽しいひと時でした。 

私は久保田早紀の異邦人が大ヒットした年に、この曲

をCMソングとして企画した関西の電機メーカーに就職

し、デザインセンターに配属されました。当時は、最初

に配属されたテレビデザイン部だけでも国内外のテレ

ビデザインに対応するため、多くのデザイナーが働い

ていました。 

 デザインと言うと何かかっこいいスタイルばかり追って

いると思われるかもしれませんが、たとえ

ば中近東向けテレビデザインを担当して

いたデザイナーは、ゴールド色の、きら

びやかなデザインを行っておりました。普

通の遊び方をしては出てこないような衝

撃的なデザインでした。日本の市場では

絶対受け入れられなかったことでしょう。

各国（もちろん国内）で売れる製品を作

れと言う会社の要求に対して、具体的な

提案をしていくのがデザイナーの仕事で

す。スタイリングだけでなく、素材の選

定、工場での生産性を考慮した形状決

定と、生産に至るまで、また売り方の提案

まで、デザイナー（工業デザイナー、グラ

フィックデザイナー）は結構細かいところ

まで関わっておりました。もちろん営業、

技術、その他多くの方々との共同作業で

の話ですが・・・。 

デザインといえば、最近東京オリンピックのエンブレム

問題が話題となっておりますが、エンブレムの採用にあ

たり展開性も評価されたとあります。単に一枚のポス

ターのデザインではなく、オリンピックの一連の流れの

中で、多くのバリエーション展開が可能だと言う提案

は、プロならではの仕事だったと思いました。 似る似

てないだけに終始したのは、残念です。ただこれがデ

ザイナーの宿命なのかもしれません。私の所属してい

たデザインセンターでは時代とともに、デザインの世界

標準化の流れや、又会社の諸事情で、転籍、退職など

で、徐々にデザイナーの数が少なくなっていきました。 

私も御多分に漏れず、わずか10数年でデザインの仕

事を離れることとなりました。その後輸入住宅事業、塗

料事業、と電機メーカーとしてはユニークな職場を転々

としましたが、何らかの形で、物作りに関れたので幸い

なサラリーマン生活でした。 

デザイナーとして就職して最後は電気の仕事（太陽

光事業）で定年を迎えることとなりました。人生分からな

いものです。 

定年後の現在は、シニアスタッフ(再雇用)として現在

の会社で太陽光関係の仕事を行っております。 

大昔のデザインの仕事を少し書かせていただきまし

た。デザインの仕事の手法は昔と今ではだいぶ違うと

思います。しかしデザインの本質は問題解決にありま

す。（実はデザインの本にはよく出てくる言葉ですが）

形や色を決めるだけがデザインではありません。 

この本質をもう一度意識しながら、第二の人生をこの

仙台で楽しく送っていきたいと思います。皆様よろしく

お願いします。                                    （宮崎晴夫) 

 

 新会員です 宜しく    

 仙台に戻ってきました    宮崎晴夫･美術Ｓ 54 年度卒 

 この懐中電灯は 24 年前に私がデザインを担当しました。

短命な家電品の中、最近までカタログに載っておりました

が残念ながら会社消滅と共に姿を消しました。形ある物は

いつか無くなるものですね。 
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 平成 25 年から続いていた、音声詩人佐藤 円とヴォイ

スパフォーマー荒井真澄さんによる朗読ライブ【言葉の

いろ 音のかたち】シリーズが最終回を迎えました。今年

はまず 7 月 4 日（土）に「Vol.4 花鳥

風月 宵祭り」を開催。私のステージ

では仙台の開発者が創った超小

型 DJ マシンである「GO DJ」を駆使

しラジオドラマをライブで楽しんで

いただくようなコーナーがあったり、

花、鳥、風、月にちなんだ自作の詩

を朗読したり、ちょっとだけオカリナ

を演奏したり歌ったりしました。 

そして、最終回は10月4日（日）。

「Vol.5 とっておきの収穫祭」という

サブタイトル通り、今までの総まと

めになるようなステージとなりました。相棒の一関在住

の音楽教師舞石美和さん（音楽H3卒）のピアノととも

に、スタンダードナンバーや子供のピアノレッスン用の

小曲集などと私の自作の詩を組み合わせて、

さまざまに世界を展開させ、飽きさせないス

テージを心がけました。始めてから2年ちょっと

のアルトサックスもどうやらご愛嬌と言えるくら

いには上達したようです。 

 全5回、会場である錦町JAZZ ME BLUES 

noLa に足をお運びくださった酒井健樹事務

局長、そしてずっと見守ってくださった宮城江

古田会の皆様に改めて感謝申し上げます。あ

りがとうございました。そしてこれからもどうぞよ

ろしくお願いいたします。        （佐藤 円） 

 

 会    員    の    活    躍 

 音楽科の同級生山本和香さんもメンバーの女性

ヴォーカルグループ「クローバーの会」の『はぁとふるコ

ンサートVol.４』を、6月29日宮城野区文化センターで

開催致しました。当日は、オペラアリアの独唱や重唱で

のアニメソングメドレーなど、クラッシックをもとにした幅

広く親しみやすいプログラムで、大勢の

お客さまに楽しんでいただけたことと思

います。また、大学院音楽科・平成21年

度卒のピアノ・高橋咲千子さん、トラン

ペット・花澤幸恵さんの賛助出演もあり、

多彩なステージ構成と洗練された華やか

な音色に、会場は一層盛り上がりました。

宮城江古田会からも多大な応援をいた

だき、メンバー一同大変感謝しておりま

す。 

8月4日には、山本さんの地元気仙沼

にて、ボランティアコンサートを開催し大好評でした。

次回は、明年1月31日東北電力アクアホールでのコン

サートを予定しております。お客さまの帰り道がシアワ

セ気分になるような、楽しいコンサートをご用意致しま

す。どうぞ足をお運び下さい。       （星 久美子） 

  言葉のいろ 音のかたち 佐藤 円・放送H4年度卒 

 「高橋咲千子ピアノリサイタル」が6月21日仙台市シル

バーセンターで開催されました。平成19年の音楽科卒

業後、日芸大学院で研究を続け、久しぶりに仙台に

帰って来て約2年。仙台では2度目のリサイタルです。 

 ヴァイオリニスト・テイセナさんをゲストに迎え「1度は

聴いたことのある名曲をたくさん演奏する」とのコンセプ

トのもと、美しい音色と確かなテクニック、素晴らしい音

楽表現に溢れたクオリティーの高い演奏会となりまし

た。当日の大勢のお客さま、そして応援にかけつけた

宮城江古田会の誰もが「また聴きたい」「次はどんな演

奏会をしてくれるのかしら？」とワクワクしながら帰途に

つきました。高橋さんが仙台に新しい風を運んできたよ

うです。                                   （星 久美子） 

  仙台に新風～ピアノリサイタル 高橋咲千子・大学院音楽H21年度卒 

  はぁとふるコンサート 星 久美子･山本和香･音楽S51年度卒 

山本和香山本和香山本和香さんさんさん                  星 久美子星 久美子星 久美子さんさんさん   

高橋咲千子高橋咲千子高橋咲千子さんさんさん      
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  皆様の活動・・同じ地域で暮らしていても、な

かなかお会いする機会がありません。日ごろの活動を伝えて

いるブログや、発表会・展示会などの告知、近況報告等々を

酒井<sakaitakeki@gmail.com>までお寄せください。出来る限

り会員の皆さまにお伝えしたいと思います。地震や火山噴火

など大規模災害の発生が心配されているなか「N.国際救助

隊」の社会実験、役立つ日がこないことを祈りたい。(酒） 
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[編集後記] 

   平成２７年度の宮城江古田会総会は、6月6日（土）

青葉区一番町の「仙台屋」にて、野田慶人学部長、綾

部東洋子校友会会長、國分一彦岩手江古田会会長、

深松勇日本大学校友会宮城県支部長をお招きして開

催されました。今年の総会には去年、定年の年に仙台

に戻って来た宮崎晴夫

さん（美術･S54年度卒）

が初めて参加し、総勢

18人の総会となりまし

た。総会では、綾部東

洋子校友会会長からご

挨拶をいただいた後、

平成26年度の活動報

告・会計報告、そして本

年度の活動計画・予算

が承認されました。 

 懇親会では野田慶人学部長からご挨拶をいただきま

した。この中で、現在進行している芸術学部江古田一

体化の計画や、大都市にある私立大学への学生集中

を避けるために文部科学省が方針を決めた、入学定

員超に対する補助金減額の

話をされました。補助金カット

は、地方の過疎化を防ぐた

めの方策とはいえ、その実効

性に対する疑問や大学運営

の難しさを改めて思い知らさ

れるお話でした。この後、全

員から近況報告をいただき、

なごやかなうちに会は終了い

たしました。  （酒井健樹） 

 平成27年4月18日、北陸新幹線開業して興奮冷めや

らぬ！石川県金沢の地で、19番目となる石川江古田

会設立総会に私と柳橋副会長の二人で参加してきまし

た。野田学部長、綾部校友会長、日大石川県支部長

はじめ15名の来賓と総勢40名近くの出席の中、干場文

夫事務局長(星久美子さんと音楽学科で同期)のユ

ニークな進行で総会は始まり無事設立となりました。            

 平成27年11月7日、岩手江古田会総会に酒井事務

局長と二人で参加。今回の総会は、新幹線水沢江刺

駅より車で７分の新茶屋という料亭で行われました。原

敬 ゆかりの料亭だそうで立派な日本庭園が印象に残

りました。木村学部次長、綾部校友会長はじめ多くの

校友出席のもと無事総会が行われました。(桑折洋一） 
                                                                      
                 

  

  

  宮城江古田会の新年会を右の要領で開催いたしま

す。お誘いあわせの上ご参加ください。 

個展・コンサート・出版・イベントのＰＲや支援要請など

何でもどうぞ、お待ちしていまーす。                                                                 

日時 平成２8年１月２３日(土） １８：00 

会場 和食処  Tel.022- 

         仙台市青葉区中央1-7-6  西原ﾋﾞﾙ (  ) 

会費 5,000円 

  石川江古田会設立総会  

 写真・絵画・彫刻の展示、ステージでの演奏などを予

定、来年度には実行委員会を立ち上げます。まだまだ

先のこと・・・と思わずに今から作品制作・演奏準備お

願いいたします♪                   

    アートフェスティバル東北  作品・ステージ演奏 ご準備ください！ 
  平成30年開催予告！ あの感動を再び･･･ 

  宮城江古田会平成27年度総会 

  岩手江古田総会  

  宮城江古田会  新年会新年会 平成２８年1月 23日(土)開催 

  

  宮城江古田会の新年会を右の要領で開催いたしま

す。お誘いあわせの上ご参加ください。 

個展・コンサート・出版・イベントのＰＲや支援要請など

何でもどうぞ、お待ちしていまーす。                                                                 

日時 平成２8年１月２３日(土） １８：00 

会場 和旬彩「あだん」 Tel.022-302-5481 

         仙台市青葉区中央1-7-6西原ﾋﾞﾙ 七十七B名掛丁隣 

会費 5,000円 


